
クリニック池田

みやざき歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

ケイ・アイ薬局

辻整形外科医院

安藤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

池

保

いき

健康みどりの会

スマイルツインズ

栄養教室

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康相談

ポリオ

健康相談
全市H18年8月生まれ

健康相談

自由あそび

3カ月児健康診査

いき

保

保

リハビリ教室

プレママ教室

いき

いき

いき

明星

２００６／ 平成１８年11
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日 月 火 水

豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

☎ 52-1204
社会福祉課地域包括支援センター ☎ 23-3968

☎ 54-5706
☎ 23-3964

木 金 土

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

全
レ
ー
ス
実
況
放
送
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

４２
ch

月

テレホン
サービス

実　況
案内・結果

☎
☎

11

月 保 健 カ レ ン ダ ー
あ 　 な 　 た 　 と 　 市 　 政 　 を 　 む 　 す 　 ぶ

かんおんじ広報
No.13

　現在は、観音寺市郷土資料館に移され

ていますが、かつては坂本町の光明寺近

くの道に建てられていたようです。高さ

74センチメートル、幅18.5センチメート

ルの少し小型の道しるべです。正面には

「左　へんろ道」右側面には「施主　當

村政右衛門」の文字が刻まれています。

夢がある！！

開設５６周年記念別府競輪場外

別府八湯ゆけむりカップ

第４回（第１節）FⅠ
第１０回ひうち灘杯争奪戦
デイリースポーツ杯争奪戦

月 火 水

開設５６周年記念一宮競輪場外

毛織王冠争奪戦

月

第４回（第２節）FⅡ

開場５６周年記念一宮競輪場外９R～１１R併売

金 土 日

木 金 土 日

開設５７周年記念松山競輪場外

金亀杯争覇戦

祝月 火 水

開設５６周年記念伊東温泉競輪場外

椿賞争奪戦

日木 金 土

ふるさとダービー防府場外

木 祝 土 日

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

火～日曜日（祝日休み）

保

保

保

医

歯

薬

医

歯

薬

自由あそび（0歳）

1歳6カ月児健康診査

医

薬

保リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康教室②

プレママ教室②

　茶話会

ぴよぴよクラブ

健康相談

いき

豊福

いき

豊福

ふれ

いき

豊福

いき

豊福

伊

保

柞

伊

保

保

ふれ

自由あそび（0歳）

もぐもぐレッスン

健康教室①

健康相談

健康相談

全市H18年1月生まれ

旧観音寺市H15年5月生まれ

全市H17年5月生まれ

大野原・豊浜町H17年3月・4月生まれ

常愛

常愛

保

東

健康相談

自由あそび

ぴよぴよクラブ

3歳児健康診査 保

へんろ道の
みちしるべ

幼
稚
園
っ
て
楽
し
い
な
ぁ

のりあいバス

運行を始めました

クニタクリニック

クロダ歯科医院

スター調剤薬局

姫浜調剤薬局

自由あそび

育児相談

骨密度測定

食改中央研修

保

共福

富田内科医院

三宅歯科医院

快生堂薬局本店

ひまわり調剤薬局三豊

医

保

歯

薬

自由あそび

骨密度測定

パパママ教室 健康相談

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

いき

ふれ

リハビリ教室

いきいき体操

ふれあい広場

いき ぴよぴよクラブ

1歳6カ月児健康診査

保

医

歯

薬

森内科医院

森歯科医院

こぐま薬局

快生堂豊浜調剤薬局

医

薬

三野小児科医院

ふじや薬局黒渕

第健調剤薬局

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

いき

ふれ

共福

明星

豊福

医

歯

薬

保
伊

常

東

池

柞

愛

共同福祉施設

常磐総合コミュニティセンター

柞田公民館

伊吹公民館

東公民館

明星町集会場

豊稔池周辺

愛育会行事

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

育児相談

健康教室④

　 0歳児ママの集い

いき

いき

保

いき

いき

いき

リハビリ教室

ふれあい広場

操体法教室

絵本の読み聞かせ

競輪場 合併記念行事
ふるさとフェスタ（食の祭典）

（体力測定）

転倒予防教室：
シニアエアロビクス

転倒予防教室：
シニアエアロビクス

健康相談

自由あそび

骨の教室

常愛

要予約

要予約

リハビリ教室

操体法教室

育児相談

ふれあい広場

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

10カ月健康診査

Ⅰ

1 2 3 4

5 6 10 11

12

7 8 9

13 17 18

19 25

26 27 28 29 30

14 15 16

20 2421 22 23

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷
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観
音
寺
市
の
家
計
簿

平成17年度

決算の概要

　
平
成
１７
年
度
決
算
（
新
市
）
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

昨
年
１０
月
１１
日
の
合
併
以
降
、
約
半
年
分
の
決
算
で
す
。

平
成
１７
年
度
決
算
に
つ
い
て

歳
 
入

　

一
般
会
計
歳
入
の
決
算
額
は
、
１
４
２

億
７
、
２
２
５
万
円
で
し
た
。
約
半
年
分
の

決
算
に
よ
り
収
入
時
期
の
偏
り
が
あ
る
た

め
、
構
成
比
で
は
市
税
が
１
７
.
７
％
、
地

方
交
付
税
が
１
２
.
２
％
と
低
く
、
逆
に
国

庫
支
出
金
が
２
３
.
７
％
、
市
債
が
１
５
.

６
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
 
出

　

一
般
会
計
歳
出
の
決
算
額
は
、
１
３
６

億
３
、
３
６
０
万
１
千
円
で
し
た
。
歳
入
と

同
様
に
約
半
年
分
の
決
算
の
た
め
、
前
年

度
と
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
１６
・
１７
年

度
災
害
に
か
か
る
災
害
復
旧
事
業
費
が

１
１
.
６
％
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
的

で
す
。

　

平
成
１７
年
度
中
の
主
な
事
業
は
次
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
１７
年
度
決
算
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市税

%

千円2,525,801
17.7

地方交付税

%

千円1,744,699
12.2

国庫支出金

%

千円3,379,898
23.7

県支出金

%

千円1,199,587
8.4

諸収入

%

千円961,764
6.7

市債

%

千円2,220,100
15.6

その他

%

千円2,240,401
15.7

14,272,250

（単位：千円）

歳　　　　入

歳　　　　出

形 式 収 支

繰越すべき財源

（繰越事業の財源）

13,633,601

638,649

406,285

143,423
28,386
75,714
79,420

202,626
14,177
42,294

3,136
2,792
7,942
4,326

20,788

26,731
47,777
13,098

219,770
17,519
42,400
24,570
39,025

130,186
12,900
28,794
39,247

40,783
32,802
57,011
60,696

117,756
103,327

4,992
36,063
71,192

436,685
112,650

7,035

232,364

102,364

130,000

実 質 収 支

繰　　越　　金

基 金 積 立 金

平 成 １７ 年 度 の 主 な 事 業

地 方 債 の 年 度 末 現 在 高

特 別 会 計 決 算 額

市 有 財 産 の 状 況 市 税 の 状 況

事 業 名

予防接種

老保健診・がん検診

乳幼児医療費助成

老人保護措置

心身障害者医療費助成

知的障害者施設訓練等支援

住宅用太陽光発電システム設置整備

斎場建設

地域用水環境整備

公共下水道整備

浄化槽設置整備

小・中学校施設耐震実施

小・中学校施設設備改修・修繕

小・中学校情報教育推進

中部中学校校舎改築

豊浜総合体育館建設

多彩な園芸産地等育成推進

強い農業づくり（競争力強化）

基盤整備促進（下萩原地区・中姫地区）

林道稲積山線・本村大坪線・豊稔池線他整備

伊吹漁港特定漁港漁場整備

商工会議所・商工会補助

工場等立地促進

市道醍醐坊線改築

市道粟屋堂之岡線改築

市道三軒屋線改築

丸井立野線他市道改築

室本港港湾改修

まちづくり総合支援

防火水槽建設

飲料水兼用貯水槽建設

地域防災推進

児童生徒等安全対策

交通安全施設整備

自治会活動支援

自治公民館建設補助

決 算 額 決 算 額事 業 名 決 算 額

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

事 業 名

会　　計　　名 収　入　額 支　出　額

7,599,220
4,169,966

35,698
5,213,037
2,485,418

10,564
3,979

74,727
5,029

17,091
378

36,735
4,561

997,242
32,420
25,449

583
20,712,097

8,040,111
4,160,689

31,684
5,199,466
2,246,701

10,564
2,033

56,472
235
288
212

1,966
3,162

2,163,187
24,122
24,740

1,024,421
22,990,053合　　　　　計

競 輪

国 民 健 康 保 険

国民健康保険伊吹診療所

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援

航 路

豊 田 財 産 区

粟 井 財 産 区

一 ノ 谷 財 産 区

粟 井 坂 瀬 山 林

田 野 々 地 区 簡 易 水 道

公 共 下 水 道

農 業 集 落 排 水

健康交流施設「おおのはら」管理運営

産 業 団 地 造 成

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金 �    

減 債 基 金 �    

庁 舎 改 築 整 備 基 金 �    

地 域 振 興 基 金 �    

ふ る さ と 創 生 基 金 �    

中山間ふるさと・水と土保全対策基金�    

地 域 福 祉 基 金 �    

「 柴 川 清 」教 育 振 興 基 金 �    

学 校 施 設 整 備 基 金 �    

文 化 振 興 基 金 �    

職 員 退 職 手 当 基 金 �    

土 地 取 得 基 金 �    

競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金 �    

国民健康保険事業特別会計財政調整基金�    

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 �    

田野々地区簡易水道財政調整基金�    

健康交流施設「おおのはら」施設管理整備基金�    

土 　 　 　 　 　 　 　 地 �    

　    

建 　 　 　 　 　 　 　 物 �    

一 般 会 計 �    

競 輪 事 業 特 別 会 計 �    

航 路 事 業 特 別 会 計 �    

田野々地区簡易水道事業特別会計�    

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 �    

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 �    

産 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計 �    

合 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 �    

25,661,884
787,314

94,260
5,431

9,204,741
412,885
838,000

37,004,515

1,524,439  

300,923  

100,290  

29,357  

60,522  

10,492  

96,435  

23,358  

311,918  

2,221  

154,194  

293,162  

356  

556,691  

246,409  

2,116  

7,547  

11,213,893  

2,827,324  

278,542  

調　　定　　額

収　　入　　額

徴　　収　　率

一人当たり市税負担額（行政区域内人口　　　　人）

一世帯当たり市税負担額（行政区域内世帯数　　　　 世帯）

3,256,309

2,525,801

77.6

49

140

66,485

23,211

（単位：千円、％）（単位：千円、㎡）

（ う ち 財 産 区 山 林 ）

（注）旧団体から継続の事業を含みます。

一般会計

歳 入
千円14,272,250

歳 出
千円13,633,601

総務費

%

千円1,713,093
12.6

土木費

%

千円1,431,909
10.5

教育費

%

1,479,703
10.9

千円

公債費

%

%

1,423,286
10.4

千円

その他

%

595,337
4.3

千円

災害復旧費
1,586,213
11.6

千円
民生費

%

千円3,470,580
25.5

農林水産業費

%千円

千円

860,219 6.3

衛生費

%

1,073,261
7.9
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新観音寺市合併記念事業

新観音寺市合併記念事業

水道事業の公表

ふるさとフェスタ「食の祭典」

Ⅰ

　すべての人々が心を一つにしたとき、新しい時代の幕開け

を喜び合うために演奏・合唱されてきた「第九」、新市になっ

た今、「音を観るまち観音寺」で演奏会を開催します。市内外

から集まった合唱団員の６カ月間の練習の成果をぜひ鑑賞し

てください。

　孫に伝えるおばあちゃんの味をテーマに、

ふるさとフェスタ「食の祭典」を開催します。

　これは、地域の産物や旬の材料を生かした

郷土料理などの食文化を大切にして、日々の

食生活に生かすため、市内各地に伝わる郷土

料理を集め、食生活の改善を普及し啓発を図

る目的で行われます。

　ほかにも、各団体の協力で産直市や観光物

産展、愛育まつり、健康コーナーなどが同時

に開催されます。皆さんぜひお越しください。

日　時 １２月１７日（日）午後１時３０分開場
午後２時開演

場　所 市民会館大ホール

料　金 無料（入場整理券が必要）

合　唱 観音寺一般公募合唱団

曲　目 ベートーベン「献堂式」序曲

ベートーベン交響曲第９番ニ短調作品１２５

主　催 観音寺市

主管＝新観音寺市合併記念第九演奏会実行委員会

日　時 １１月１２日（日）午前９時～午前１１時３０分

　　　　　　（雨天決行）

場　所 萩の丘公園多目的広場

講　師 四国アイランドリーグ

　　　　　　コミッショナー石毛宏典氏

内　容 石毛宏典氏の野球教室や

　　キャッチボールの思い出を聞くなど

問い合わせ先

都市整備課萩の丘公園事務所

☎ 54－2801

申し込み

締め切り日

問い合わせ先

入場整理券は、往復はがきに下記の事項を

記入し、申し込んでください。（一人１枚）

〒７６８－８６０１（住所の記載不要）

指揮者 山田和樹さん

オーケストラ 瀬戸フィルハーモニー交響楽団

ソリスト ソプラノ／宮川由美さん（豊浜町出身）

アルト／入江教恵さん（大野原町出身）

テノール／行天　晃さん（粟井町出身）

バリトン／大西孝徳さん（柞田町出身）

【申し込み往復はがきの書き方】

*返信はがきの裏面に誤って記載しないように注意してください。

１１月３０日（木）当日消印有効
　*応募人数により、受け付けを制限する場合が

　あります。

第九演奏会実行委員会事務局

生涯学習課　☎23－3943

生涯学習課内　第九演奏会実行委員会行

観
音
寺
市
生
涯
学
習
課
内

※
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

第
九
演
奏
会
実
行
委
員
会
行

自

分

の

住

所

自
分
の
氏
名

様

往 信 返 信

768 8601 自分の

郵便番号

住所

氏名

電話番号

平成１７年度合併後の決算

平成１７年度合併後収支状況

貸 借 対 照 表

主な建設改良工事

健康増進課保健センター　☎23－3964

１１月19日（日）午前１０時～午後３時

資
産
の
部

負
債
の
部

資
本
の
部

日　時

観音寺競輪場場　所

①郷土料理の試食（無料）

　いもど、いりこ飯など約２０品目

　（各３００食）の試食

②産直市

③観光物産展

④愛育まつり

⑤健康コーナー

　保健師や栄養士、薬剤師による健康相談

　など

⑥おもしろ自転車の展示や試乗

⑦献血　午後１時～午後３時

⑧大野原　王太鼓の演奏

⑨ふわふわドームなど

内　容

　平成１７年度末の給水人口は、６万５,４５８人、給水

戸数は、２万２,９１０戸、普及率は、９９.０％です。昨

年１０月１日からことし３月３１日までの総配水量は、

４４２万６,４５２立方メートル、１日平均配水量は、２万

４,３２１立方メートル、同有収水量は、３７５万８,７１７立

方メートル、１日平均有収水量は、２万６５２立方メー

トルになっています。

　また、同じ期間の香川用水の受水は、受水量２５３万

９,７０７立方メートル、１日平均１３,９５４立方メートル

です。これは、総配水量の５７.４％にあたり、受水費は

総費用の２２.５％を占めています。

　新設改良事業として、国道１１号、県道観音寺港・観

音寺停車場線、県道丸亀詫

間豊浜線などに配水管を布

設し、公共下水道事業に伴

う配水管の移設工事をしま

した。また、茂木浄水場施

設として、排水池築造工事

も実施しています。



伝統武道の銃剣道を世界に広めます
　１１月にスペインで開催される「第３１回ジャパンウイーク２００６

」に石川慎也（柞田町）さんが銃剣道の演武を披露することになり、

白川市長を表敬訪問しました。銃剣道は北海道や東北、九州地方

で盛んで、県内では尽誠学園高等学校で行われています。演武は

銃剣道のほか、剣道や柔道、弓道、合気道、なぎなた、空手、少林

寺拳法、相撲に各６人ずつが出場。参加者は第一線で活躍している

人たちばかり。石川さんは「銃剣道で国民体育大会の少年の部四

国代表の監督として平成４年から延べ１１回出場し、その実績をか

われました。日本代表の一員に選ばれとても光栄です」と話して

いました。
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ご長寿おめでとうございます

細川ユキヱ、合田ムメノ、三好シヅ子、　積ヤスヱ、早川五郎、田代　重、小西キク、松木ハルミ、守谷莊平

玉野イセノ、國岡明、田中キヨミ、横山シヅヱ、内田喜代子、大西フジヱ、西山マサヱ、高橋アキノ、秋山マ

スミ、木村由紀子、大西キヌ子、藤田シヅ子、宮武フサヱ、荻田フジエ、岡原フジヱ、請川喜代美、近藤フミ

ヨ、大西マツヱ、石川忠造、大西博義、井下司郎、田片ミユキ、正木ハルヱ、池田數雄、藤田梅吉、三野マキ

ヱ、大平日晋、遠矢シズヱ〈敬称略：順不同〉

　白川市長が、９０歳市長訪問の希望者３７人を訪問しました。「い

つまでもお元気で。お体には十分気をつけてくださいね」という

白川市長の言葉に、石川忠造さんは「ありがとうございます」と

笑顔で答えていました。ことし市内で９０歳を迎えるのは１９０人。

皆さんいつまでもお元気でお過ごしください。市長が訪問をした

人は次のとおりです。

▲常に平常心を保つようにします

▲銃剣道は柔道と剣道によく間違われます

▲代表して謝辞を述べる監督の高橋卓巳さん

▲踊るほうも、見るほうも必死です

　市長応接室でＮＨＫ全国学校音楽コンクール全

国コンクール出場報告会が行われました。出場す

るのは、柞田小学校の４年生から６年生までの歌

が好きという児童４９人。「全国の強豪が集まる大会

ですが、自分の力を十分発揮できるよう、落ち着い

て頑張ってきてください」という白川市長の激励

の言葉に、代表の森川詩織さんが「日ごろの成果

を出し切ります」と決意を述べていました。コン

クールは１０月８日に行われ、優良賞を授賞しまし

た。報告会に参加した生徒代表は次の５人です。

森川詩織、高橋佑果、荒地桃子、安峯沙希、大谷

未怜〈敬称略：順不同〉

　第４４回技能五輪香川大会に出場する、香川県立

三豊工業高等学校機械科３年生の谷川雄紀さんが、

白川市長を表敬訪問しました。谷川さんが出場する

のは、機械系旋盤職種。旋盤とは、加工物を機械の

軸に固定し、りんごの皮をむくように切削して工作

するもの。日本で優勝すれば世界一に匹敵するとい

うこの技能。７つのパーツの中で、大会当日に作製

しなくてはいけない５つの部品を作るのに５時間半

もかかるそうです。全国でも高校生選手は、２人だけ

という快挙を達成した谷川さんは「市の誇りです。

頑張ってきてください」という白川市長の激励の言

葉に、笑顔で「頑張ります」と応えていました。

日ごろの成果を発揮します
　第６１回国民体育大会参加監督・選手激励会が行われ

ました。白川市長が「多数の選手が参加できることは

学校体育が充実している証しです。つわものがそろう

大会で自己記録更新など素晴らしい記録が出せるよう

に体調に気をつけて頑張ってください」と激励の言葉

を送ると「新聞紙面をにぎわせるような記録が出せる

ように頑張ります」と参加者を代表して監督の高橋卓

巳さんが謝辞を述べました。大会は、９月３０日から

１０月１０日まで兵庫県で開催。出場監督・選手は次の

とおりです。

陸上監督＝高橋卓巳（大野原町大野原）藤田茂樹（新田

町）藤岡英陽（大野原町内野々）選手＝高木志帆（坂本

町七丁目）窪田恵利子（植田町）中村大輔（八幡町三丁

目）土井翔太（豊浜町和田）篠原沙矢（観音寺町）平井美

咲（大野原町大野原）水泳監督＝高田敦史（昭和町一丁

目）選手＝石川篤希（高屋町）石村亜美依（琴浪町一丁

目）林由梨（植田町）体操選手＝城本もなみ（柞田町）

自転車競技選手＝矢野泰弘（出作町）カヌー選手＝浜

田彩加（本大町）芳地志穂（吉岡町）アーチェリー監督

＝大西隆仁（池之尻町）宮武孝明（中田井町）選手＝守

谷祥代（大野原町萩原）合田真人（大野原町花稲）空手

道監督＝今井孝一（観音寺町）銃剣道監督＝石川慎也

（柞田町）クレー射撃選手＝高橋裕男（柞田町）　　　

　　　　　　　　　　　　　　 〈敬称略：順不同〉

萩太郎と一緒に萩まつり

　観音寺市合併記念事業の第２１回

萩まつりが、萩の丘公園や萩原寺

などで開催されました。大野原小

学校マーチングバンドのすばらし

い演奏や大野原幼稚園児によるか

わいい踊りでは、手にカメラやビ

デオを持ったお父さんやお母さん

らが場所取りの争奪戦。野だて茶

会や琴演奏、福投げなど多くの人

で賑わいどのイベントや催しも大

盛況でした。また、萩原寺境内の

萩の花が見ごろを迎え、多くの観

客の目を楽しませていました。

健康第一ですね

▲

▲小さいときから物作りが好きでした

輝かしい歴史が刻まれました 全国コンクール出場おめでとう

せんばん
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こんにちは
平成17年11月生まれ

山 下 瑠 亜

こんにちはこんにちは

f" gZR!!

ちゃん

まさ　　はるる　　　あ

はや　　と

父 正和さん　母 亜記子さん

（吉岡町）

祝！ 1歳。すくすく元気
に大きくなぁれ♪

隼人　元気でスクスク
大きくなってね

元気で明るく育っ
てね

清 水 雅 晴ちゃん

矢 野 隼 人ちゃん

　満１歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締切は誕生月の前々月の末

日まで（例：２月号だと１２月２８日）で、

応募多数の場合は先着順になります。ご

応募をお待ちしています。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 秀洋さん　母 友樹子さん

（大野原町大野原）

父 正樹さん　母 美和子さん

（植田町）

募集しています！！

ゆず　　き

元気で笑顔の似合う
子になってネ

篠 原 柚 姫 ちゃん

両親からの
メッセージ

父 雅和さん　母 明日香さん

（豊浜町姫浜）
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▲

競うだけではなく 触れ合うことも大切

　「第１９回全国健康福祉祭しずおか大会」「第１９回

全国スポーツ・レクリエーション祭」の参加選手激

励会が行われました。それぞれの大会に出場する選

手らに「日ごろの練習の成果を十分に発揮できるよ

うに、体調を十分に整えて頑張ってください」と白

川市長が激励の言葉を掛けました。この言葉を受け、

出場者を代表して大西伸雄さんが「全国の仲間と交

流を深めながら全力で試合に頑張ります」と謝辞を

述べました。なお、大会に出場する監督・選手は次

のとおりです。

第１９回全国健康福祉祭しずおか大会ねんりんピック

静岡２００６／監督―大西伸雄、筒井武志、白石キヌヱ、

荻田和子（ペタンク交流大会）

第１９回全国スポーツ・レクリエーション祭／石川房

子、安藤和子、國土節子（ペタンク大会）大西利惠子（年齢別テニス）亀山哲夫（壮年サッカー）請川和宏（ト

ランポリン）〈敬称略：順不同〉

緑いっぱいの町へ

　１０月の都市緑化月間に合わせて、第１８回グ

リーンフェスティバルin観音寺が開催されました。

ことしも香川県造園協会三豊支部の協力を得て、

苗木の無料配布や緑化相談が行われ、多くの人で

にぎわいました。花などが当たる緑化募金の抽選

会では、高野槇を特別賞にするなど工夫。市役所

正面玄関前は長蛇の列ができ、人・ひと・ヒトで

埋め尽くされました。秋空の下、観音寺第一高等

学校吹奏楽部の演奏もあり、訪れた人たちは、屋

外での演奏にうっとりと聞きほれていました。

福祉と環境を
　　 学んできます

　県の「女性友好の翼」事業でフィンランドとド

イツに派遣される団員の合田千佳子さん（豊浜町

和田浜）が白川市長を表敬訪問しました。市長が

「しっかりと研修して学んだことを地域で生かし

てください」と激励の言葉を送ると、合田さんは

「ドイツは環境とリサイクルの先進国と聞いてい

ます。しっかりと吸収してきます」と抱負を誓い

ました。現地では環境センターなどの視察、高齢

者福祉施設や配偶者暴力被害者支援施設の視察な

どを行いました。派遣期間は１０月１４日から２２日

まで。

▲謝辞を述べる大西さん

▲得たことを、地域活動に役立てたいです▲心地よい緑色と、ほのかな花のにおいが気持ちを
　なごませてくれます

こう や まき



平
成
１７
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
を
認
定

政
新
ク
ラ
ブ

一

般

質

問

項

目

（
各
会
派
・
党
別
）

市
役
所
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し

に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て

競
輪
事
業
に
つ
い
て

農
政
改
革
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

９月定例会の主な内容

今定例会において次のとおり

委員の推薦に同意しました。

○人権擁護委員の候補者の推薦について

石川昌幸 氏（６２歳）　豊浜町

川上裕子 氏（６１歳）　豊浜町

８日招集・会期１５日間

　平成１８年第３回定例会が９月８日に

招集され、上程された３９議案の提案理

由の説明がありました。

　１２日・１３日の２日間、各会派・党

の５４項目にわたる一般質問が行われ、

市当局の考え方をただしました。人事案

件を即決し、３８議案を総務・建設経済

・文教民生の各常任委員会にそれぞれ付

託しました。

　１４日・１５日に各常任委員会を開催

し、慎重に議案など審査を行いました。

　最終日の２２日、各常任委員会の委員

長から議案などの審査結果の報告があり

ました。その結果については、｢審議し

た議案等とその結果」の欄のとおりです。

と
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答
弁

答
弁

答
弁

●
に
つ
い
て
は
、
質
問
と
答
弁

　

の
内
容
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

・
行
財
政
改
革
に
お
け
る
長
期

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

●
市
役
所
の
組
織
・
機
構
の
見

　

直
し
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
の
現
状
に
つ
い
て

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
の

　

進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
に
つ
い
て

・
基
金
に
つ
い
て

・
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

・
農
業
に
つ
い
て

●
農
政
改
革
に
つ
い
て

●
観
光
行
政
に
つ
い
て

●
競
輪
事
業
に
つ
い
て

・
国
道
１１
号
の
拡
幅
に
つ
い
て

・
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
に
つ

　

い
て

●
市
街
地
整
備
に
つ
い
て

・
斎
場
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ

　

い
て

●
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

事
業
に
つ
い
て

・
五
郷
小
学
校
の
跡
地
利
用
に

　

つ
い
て

●
幼
稚
園
の
施
設
改
修
及
び
将

　

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

●
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

　

い
て

・
就
学
前
健
診
に
つ
い
て

・
す
ぽ
っ
シ
ュ
T
O
Y
O
H
A
M
A

　

の
現
状
に
つ
い
て

・
図
書
館
の
有
効
利
用
に
つ
い

　

て

・
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
新
職
員
採
用
と
人
材
確
保
に

　

つ
い
て

●
期
日
前
投
票
所
の
統
合
措
置

　

に
つ
い
て

・
遊
休
農
地
の
環
境
対
策
に
つ

　

い
て

・
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

　

対
策
事
業
に
つ
い
て

・
落
札
価
格
の
公
開
に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て

・
危
険
交
差
点
へ
の
信
号
機
設

　

置
に
つ
い
て

・
障
害
者
自
立
支
援
法
本
格
施

　

行
後
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
児
童
・
生
徒
の
送
迎
バ
ス
に

　

つ
い
て

・
プ
ー
ル
の
管
理
に
つ
い
て

・
す
ぽ
っ
シ
ュ
T
O
Y
O
H
A
M
A

　

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

　

て
・
小
規
模
工
事
修
繕
登
録
業
者

　

制
度
に
つ
い
て

・
県
営
住
宅
削
減
問
題
に
つ
い

　

て
●
障
害
者
自
立
支
援
法
実
施
に

　

向
け
て

・
生
活
保
護
問
題
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
「
新
予
防
給
付
」

　

に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

　

て
・
公
有
財
産
の
管
理
（
地
積
調

　

査
）
に
つ
い
て

●
競
輪
事
業
に
つ
い
て

・
斎
場
に
つ
い
て

●
三
豊
総
合
病
院
の
負
担
割
合
・

　

三
観
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場

　

に
つ
い
て　

・
中
部
中
学
校
（
新
し
い
中
学

　

校
と
教
育
長
の
姿
勢
）
に
つ

　

い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

・
国
道
11
号
拡
幅
に
つ
い
て

・
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

●
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

政
新
ク
ラ
ブ

　

現
在
の
体
制
で
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
対
応
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

今
の
ま
ま
の
支
所
体
制
で
よ

い
の
か
ど
う
か
。
本
庁
・
支
所

の
人
事
交
流
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

の
業
務
や
時
間
延
長
、
機
械
化

に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
庁
、
支
所
の
あ
り
方
や
人

員
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
の

再
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

人
事
交
流
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
実
施
す
る
。

　

休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
、
今

年
４
月
に
試
行
し
た
。

　

ま
た
、
本
庁
・
支
所
間
を
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
相
談
シ
ス
テ
ム
で

結
び
、
市
民
の
相
談
に
応
じ
る

仕
組
み
の
構
築
を
９
月
補
正
予

算
で
お
願
い
し
て
い
る
。
時
間

延
長
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
べ

き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

野
田
地
区
で
モ
デ
ル
的
な
支

援
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
地

域
ぐ
る
み
で
の
効
果
の
高
い
共

同
活
動
と
、
先
進
的
な
営
農
活

動
を
支
援
す
る
「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
に
つ
い

て
野
田
地
区
の
現
状
と
今
後
の

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

野
田
地
区
が
２０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
範
囲
で
、
４
月
に
活
動
計
画

が
作
成
さ
れ
市
と
協
定
を
締
結

し
、
実
験
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
平
成
１９
年
度
事
業
実
施

に
向
け
て
、
土
地
改
良
区
が
窓

口
と
な
り
水
利
組
合
・
自
治
会

な
ど
に
説
明
会
を
開
催
し
、
実

施
希
望
地
区
を
取
り
ま
と
め
た

と
こ
ろ
、
大
野
原
１３
地
区
、
豊

浜
３
地
区
、
観
音
寺
２１
地
区
、

合
計
37
地
区
で
計
画
さ
れ
た
。

対
象
地
域
の
農
用
地
面
積
約
１
、

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
集
落

の
資
源
・
環
境
を
守
る
「
農
地
･

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
集

落
機
能
向
上
の
た
め
地
域
住
民

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
計
画
の
基

に
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
今

後
推
進
し
て
い
く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
誘
致
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
宿
泊
・
飲
食
・

土
産
品
・
交
通
な
ど
の
直
接
的

消
費
の
ほ
か
に
、
経
済
波
及
効

果
が
得
ら
れ
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
る
。

　

観
音
寺
総
合
運
動
公
園
・
夕

映
え
公
園
を
整
備
す
れ
ば
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
大
規
模
・
広

域
で
開
催
で
き
る
。
観
光
振
興

と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
考
え
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
を
す
べ

き
だ
が
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
健
康
や
体

力
の
増
進
と
合
わ
せ
、
地
域
の

活
性
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
り

観
光
行
政
の
一
つ
で
も
あ
る
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配

布
を
し
て
、
観
音
寺
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
致
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
施
設
改

修
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
経
費

を
要
す
る
こ
と
や
、
支
援
策
も

少
な
い
こ
と
か
ら
段
階
的
な
整

備
が
必
要
か
と
思
う
。
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
体

制
も
合
わ
せ
た
中
で
、
段
階
的

に
検
討
し
て
い
く
。

　

競
輪
事
業
は
依
然
と
し
て
低

迷
が
続
い
て
い
る
。
競
輪
制
度

全
体
の
構
造
改
革
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
将
来
の

展
望
は
。

　

日
本
自
転
車
振
興
会
交
付
金

の
削
減
、
公
営
企
業
金
融
公
庫

納
付
金
の
全
廃
、
競
輪
事
業
の

赤
字
の
主
な
要
因
で
あ
る
普
通

競
輪
の
開
催
日
数
の
削
減
、
選

手
制
度
改
革
な
ど
、
競
輪
事
業

再
生
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
経
済
産
業
省
な

ど
と
の
再
三
に
渡
る
協
議
・
陳

情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
付
金

制
度
の
改
革
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
本
市
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
一
施
行
者
と
し
て
な
す

べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
や
り
終

え
て
い
る
。

　

今
後
観
音
寺
市
が
競
輪
事
業

を
続
け
て
い
く
に
は
、
本
場
開

催
日
数
を
４０
日
以
下
に
削
減
し
、

単
年
度
収
支
が
黒
字
と
な
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。
行
政
と
議

会
が
一
丸
と
な
っ
て
不
退
転
の

決
意
を
示
し
、
観
音
寺
競
輪
が

生
き
残
る
た
め
の
条
件
を
勝
ち

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
競

輪
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

▲雲辺寺ロープウェイ駐車場からの市内風景
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た
と
え
孤
立
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
不
退
転
の
決
意
で
、
道

を
開
く
以
外
に
方
法
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

J
R
駅
を
中
心
と
し
た
市
街

地
内
環
状
道
路
・
駅
周
辺
の
今

後
の
整
備
計
画
は
。
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
公
共

公
益
施
設
は
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら

も
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
施

設
の
集
約
を

図
る
こ
と
も

重
要
な
施
策

と
考
え
る
が
。

　

Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
お
よ
び
駅
周

辺
に
つ
い
て
は
、
駅
舎
の
改
修

や
駅
前
広
場
、
ま
た
駅
周
辺
で

の
駐
車
場
整
備
な
ど
に
よ
り
、

本
市
の
顔
と
な
る
面
的
整
備
を

検
討
し
て
い
る
が
、
合
併
特
例

債
で
の
事
業
採
択
が
難
し
い
こ

と
や
、
厳
し
い
財
政
事
情
も
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
四
国
な
ど
関
係
機
関

と
事
業
手
法
や
着
手
時
期
を
再

検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
街
地
内
環
状
道
路

に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

歩
行
空
間
を
中
心
と
し
た
、
安

全
で
快
適
な
交
通
流
の
確
保
と

商
業
活
性
化
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
観

音
寺
駅
を
中
心
に
県
事
業
と
し

て
、
県
道
観
音
寺
善
通
寺
線
、

都
市
計
画
道
路
中
央
村
黒
線
を

整
備
し
て
お
り
、
市
の
事
業
と

し
て
、
中
央
七
間
橋
線
を
整
備

し
て
い
る
。

　

公
共
公
益
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
施
設
の
集
約
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
の
中
で
市
街
地

を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー

ン
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会

参
加
を
促
進
し
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど
に
対

し
て
、
自
立
生
活
の
助
長
お
よ

び
介
護
予
防
を
図
る
た
め
「
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
と
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

　

こ
の
事
業
は
、
８
月
末
現
在

３９
カ
所
で
開
催
し
て
お
り
、
１

回
あ
た
り
７
人
か
ら
５０
人
の
参

加
が
あ
る
。
今
後
の
計
画
と
し

て
は
、
１
０
０
カ
所
程
度
ま
で

サ
ロ
ン
数
を
増
や
す
。
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
定
年
退
職
を
迎
え
る

団
塊
の
世
代
が
、
そ
の
豊
富
な

知
識
や
技
術
を
地
域
社
会
で
生

か
せ
る
よ
う
社
会
貢
献
活
動
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定

に
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

園
舎
の
老
朽
化
が
進
み
ト
イ

レ
な
ど
設
備
が
現
在
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。

現
状
の
ま
ま
園
舎
を
改
修
す
る

の
か
、
幼
稚
園
の
統
合
を
考
え

改
修
す
る
の
か
。
ま
た
、
延
長

保
育
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
民
間
に
運
営

を
委
託
す
る
の
か
将
来
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
。

　

市
立
幼
稚
園
は
６
園
で
、
園

児
数
は
２０
名
か
ら
３０
名
の
園
が

３
園
あ
り
、
園
舎
も
昭
和
３１
年
、

４１
年
建
築
の
一
部
木
造
が
３
園

あ
る
。
進
入
路
も
狭
く
、
ト
イ

レ
も
汲
み
取
り
お
よ
び
一
部
汲

み
取
り
式
の
も
の
が
あ
る
。
３

歳
児
在
園
の
園
で
は
一
部
簡
易

水
洗
に
改
修
し
た
。　
　
　
　

　

将
来
の
構
想
と
し
て
、
６
園

を
２
園
に
統
合
し
て
新
築
す
る

案
は
あ
る
が
、
幼
稚
園
、
保
育

所
の
連
携
・
位
置
・
面
積
お
よ

び
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討

委
員
会
な
ど
を
設
置
し
て
決
め

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

延
長
保
育
に
つ
い
て
は
、
公

と
民
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

役
割
分
担
や
共
存
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
統
合
時
に
は
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　

民
間
へ
の
運
営
委
託
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
統
合
が
先
決
で
あ

り
、
そ
の
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。

　

中
部
中
学
校
の
改
修
で
約
３

年
間
、
運
動
場
の
使
用
が
で
き

な
く
な
り
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
影
響
が
出
る
。
父
母
の
方

々
か
ら
練
習
場
所
そ
れ
に
伴
う

経
費
の
相
談
を
受
け
る
。
教
育

の
一
環
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
活
動
・

青
少
年
の
育
成
な
ど
を
考
え
る

と
改
修
の
間
、
せ
め
て
平
日
だ

け
で
も
公
共
施
設
の
無
料
開
放

が
で
き
な
い
か
。

　

３
月
・
６
月
議
会
で
も
質
問

し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
伺

う
。

　

平
成
１９
年
度
に
は
校
舎
建
設

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。
運

動
場
部
分
に
校
舎
を
建
設
す
る

予
定
に
し
て
い
る
の
で
、
着
工

す
れ
ば
運
動
場
は
使
用
で
き
な

く
な
る
。
そ
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
運
動
場
使
用
部
活
動
の
新

た
に
発
生
す
る
施
設
な
ど
の
借

り
上
げ
料
は
、
保
護
者
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
き
た
い
。

　

６
月
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
各
支
所
で
行
わ
れ
て
い
た

期
日
前
投
票
が
市
役
所
本
庁
の

み
の
受
付
と
す
る
と
の
発
表
が

あ
り
、
大
変
驚
い
た
。
先
般
は
、

県
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
期

日
前
投
票
所
１
カ
所
体
制
で
臨

ん
だ
。
投
票
は
で
き
れ
ば
近
い

と
こ
ろ
で
し
た
い
と
い
う
の
が

有
権
者
の
願
い
で
あ
る
。
投
票

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
も
、
時
間
延
長
や
本
人
確
認

の
簡
素
化
な
ど
の
対
策
が
と
ら

れ
て
お
り
、
投
票
所
は
最
低
で

も
各
支
所
で
で
き
る
と
い
う
の

が
普
通
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
決
定
は
、
事
後
報
告

で
あ
り
、
一
方
的
な
通
告
で
あ

っ
た
。
若
者
の
政
治
離
れ
、
介

助
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
行
動

で
き
な
い
高
齢
者
、
仕
事
な
ど

で
当
日
無
理
な
人
に
は
、
各
支

所
で
の
期
日
前
投
票
は
大
変
あ

り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
だ
。
時
代

錯
誤
も
甚
だ
し
い
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
が
、
経
過
説
明
と
支

所
で
の
期
日
前
投
票
の
復
活
の

有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

　

期
日
前
投
票
所
４
カ
所
か
ら

１
カ
所
に
減
ら
し
た
こ
と
は
、

早
計
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
声
が
市
民
や
議
会
か
ら
あ

っ
た
事
を
選
挙
管
理
委
員
会
に

報
告
す
る
。

　

出
産
育
児
一
時
金
が
現
行
の

３０
万
円
か
ら
３５
万
円
に
増
額
さ

れ
る
。
現
行
で
は
出
産
後
に
請

求
し
、
一
時
金
を
受
け
取
る
ま

で
に
１
カ
月
近
く
か
か
る
仕
組

み
だ
。
一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
、

高
額
の
出
産
費
を
本
人
が
立
て

替
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制

度
の
改
善
策
を
求
め
る
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

出
産
は
医
療
で
は
な
く
、
少

子
化
対
策
の
目
玉
と
し
て
出
産

時
の
家
計
負
担
を
少
し
で
も
軽

く
す
る
「
受
領
委
任
払
い
制
度
」

へ
の
転
換
が
で
き
な
い
か
。
こ

れ
が
実
現
す
る
と
、
本
市
で
出

産
を
し
定
住
す
る
家
族
も
増
え

る
の
で
は
。
当
局
の
方
針
は
。

　

支
払
い
方
法
も
本
人
の
窓
口

払
い
か
ら
、
市
が
直
接
医
療
機

関
に
支
払
う
受
取
代
理
制
度
の

導
入
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
医
療
機
関
と
の
協
議
が

整
え
ば
、
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
適
切
に
運
営
す
る
。

　

４
月
か
ら
原
則
１
割
の
応
益

負
担
が
導
入
さ
れ
た
事
で
大
幅

な
利
用
者
の
負
担
増
に
な
っ
た

り
、
施
設
か
ら
の
退
所
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
断
念
が
相
次
い
で

い
る
。

　

施
設
も
９
割
が
減
収
に
な
っ

て
い
る
。
減
収
の
原
因
は
「
日

割
計
算
方
式
」
の
導
入
に
あ
り
、

政
府
が
社
会
保
障
費
の
削
減
の

た
め
に
導
入
を
強
行
し
た
応
益

負
担
制
度
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
生
存
権
が
生
か
さ

れ
る
当
り
前
の
社
会
を
築
く
た

め
に
自
治
体
は
そ
の
責
任
を
果

た
す
と
き
だ
が
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

　

自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
っ

て
障
害
者
施
設
は
収
入
減
、
利

用
者
は
負
担
増
と
い
っ
た
よ
う

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
側
の

双
方
に
影
響
が
出
て
い
る
。
市

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
設
け

ら
れ
て
い
る
負
担
の
軽
減
措
置

の
説
明
と
そ
の
活
用
を
促
す
よ

う
に
努
め
て
い
る
。
制
度
は
立

ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
面
は
状
況
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
、
国
に
対
し
て
改
善
の

必
要
な
と
こ
ろ
は
改
め
る
よ
う

要
請
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

４
月
か
ら
介
護
保
険
法
が
全

面
施
行
さ
れ
「
要
介
護
度
」
が

低
い
と
さ
れ
た
人
は
従
前
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
人

も
介
護
保
険
が
使
え
な
く
な
り
、

介
護
ベ
ッ
ド
や
電
動
車
い
す
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
特
例
と
し
て
、

車
椅
子
は
、
歩
け
る
人
で
も
日

常
生
活
範
囲
の
移
動
に
特
に
支

援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
そ

の
後
も
対
象
に
な
る
。

　

一
律
的
に
回
収
し
な
い
よ
う

に
納
得
い
く
よ
う
指
導
し
、
対

象
外
に
な
っ
た
人
達
の
利
用
料

の
減
免
を
求
め
る
。

　

制
度
上
で
は
例
外
的
に
起
き

上
が
り
が
困
難
な
人
や
、
日
常

生
活
範
囲
に
お
け
る
移
動
の
支

援
が
、
特
に
必
要
な
人
の
車
い

す
や
、
電
動
い
す
の
利
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例

外
的
条
件
に
該
当
す
る
人
が
少

な
く
、
介
護
保
険
制
度
で
の
福

祉
用
具
の
利
用
が
で
き
な
い
人

が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

今
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
の
情
報
交
換
を
蜜
に
し
、
利

用
者
の
実
情
に
あ
っ
た
対
応
を

し
、
利
用
者
が
満
足
で
き
る
提

供
を
し
た
い
と
考
え
る
。

　

競
輪
の
大
き
な
将
来
の
展
望

と
サ
テ
ラ
イ
ト
阪
神
（
場
外
）

に
つ
い
て
。

　

競
輪
事
業
は
、
毎
年
ご
と
に

約
４
、
５
億
円
の
赤
字
が
出
る
。

既
に
今
年
は
５
億
円
も
の
繰
り

上
げ
充
用
を
し
た
が
、
打
開
策

と
し
て
の
場
外
の
売
り
上
げ

（
初
め
一
日
２
、
０
０
０
万
円
、

年
間
で
６０
億
円
を
売
る
。
そ
の

１
％
、
６
、
０
０
０
万
円
が
観

音
寺
市
に
入
っ
て
く
る
と
説
明

が
あ
っ
た
）
は
ど
う
で
あ
る
か
。

計
画
ど
お
り
場
外
サ
テ
ラ
イ
ト

が
順
調
に
売
れ
て
も
、
泥
沼
の

赤
字
は
数
年
で
１４
、
５
億
円
に

達
す
る
が
廃
止
も
考
え
ら
れ
る

の
か
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
場
外
は
４
月
か

ら
の
実
績
（
ナ
イ
タ
ー
も
入
れ

て
）
１２
億
２
、
０
０
０
円
。
今

年
度
の
推
計
は
約
２８
億
円
の
売

り
上
げ
に
な
る
。
全
体
の
話
で

は
、
１９
年
最
大
で
４
億
の
単
年

度
赤
字
。
２０
年
は
特
別
競
輪
（
ふ

る
さ
と
ダ
ー
ビ
ー
）
を
し
て
も

１９
年
を
上
回
る
赤
字
。
現
在
の

開
催
日
数
を
８２
日
か
ら
４０
日
に

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

市
議
会
だ
よ
り

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

障
害
者
自
立
支
援
法
実
施
に

向
け
て

市
街
地
整
備
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
に
つ
い
て

幼
稚
園
の
施
設
改
修
お
よ
び

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

つ
い
て

期
日
前
投
票
所
の
統
合
措
置

に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

介
護
保
険
「
新
予
防
給
付
」

に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

日
本
共
産
党

競
輪
事
業
に
つ
い
て

質
問 新

政
ク
ラ
ブ

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁公

明
党
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9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

9
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

し
て
も
こ
の
赤
字
の
傾
向
は
止

め
ら
れ
な
い
。
今
年
度
は
、
今

後
も
約
２
億
円
の
赤
字
が
出
る
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど

は
や
り
つ
く
し
た
。（
上
部
団
体

と
は
）
議
論
を
す
る
機
会
も
与

え
ら
れ
ず
の
状
態
だ
。

　

病
院
は
８０
億
円
も
の
建
て
替

え
を
計
画
中
。
早
晩
、
建
て
替

え
後
は
赤
字
転
落
と
な
り
、
市

民
の
不
安
は
大
き
い
。
三
豊
市

と
の
負
担
割
り
は
公
正
で
説
得

力
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
口
割
だ
と
三
豊
市

の
方
が
５
、
０
０
０
人
ほ
ど
多

く
な
り
、
利
用
者
（
患
者
数
）

な
ら
、
約
７
割
が
観
音
寺
市
と

い
う
こ
と
だ
。
つ
い
て
は
、
人

口
割
り
で
半
分
、
利
用
者
側
で

半
分
ず
つ
を
負
担
し
合
う
。
結

論
的
に
、
観
音
寺
市
が
６
割
を

負
担
す
れ
ば
足
り
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

ま
た
、
同
じ
広
域
事
業
で
あ

る
、
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、

人
口
割
り
を
採
用
し
、
施
設
の

耐
用
年
数
・
手
数
料
の
バ
ラ
ツ

キ
も
あ
っ
て
、
負
担
割
合
の
決

め
方
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　

病
院
の
負
担
に
つ
い
て
は
議

会
に
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

し
尿
処
理
場
の
コ
ス
ト
も
手
数

料
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
面
で
の

問
題
だ
。
処
理
施
設
は
１６
年
が

経
過
し
て
お
り
、
あ
と
数
年
で

改
修
や
改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
一
市
内
に
処
理
場
が

２
カ
所
あ
り
、
コ
ス
ト
、
手
数

料
、
格
差
が
あ
る
が
、
こ
こ
数

年
で
の
統
一
は
な
い
。

　

現
代
の
食
生
活
は
、
栄
養
の

偏
り
不
規
則
な
食
事
、
肥
満
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
問
題
を
抱

え
、
国
も
「
食
育
基
本
計
画
」

（
今
年
７
月
策
定
）
を
定
め
実

効
を
目
指
し
て
い
る
。「
心
と
体

の
健
康
を
守
る
ま
ち
」
を
目
標

と
し
て
い
る
市
の
施
策
を
問
う
。

①
市
と
し
て
の
「
食
育
推
進
計

　

画
」
へ
の
考
え
方
と
今
後
の

　

推
進
体
制

②
学
校
給
食
は
、
食
の
大
切
さ

　

や
楽
し
み
を
伝
え
る
役
割
で

　

重
要
。
内
容
の
充
実
と
市
内

　

施
設
の
改
善
の
必
要
性
に
つ

　

い
て

①
県
の
推
進
計
画
を
基
本
と
し
、

　

観
音
寺
市
域
食
育
推
進
計
画

　

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め

　

の
施
設
の
推
進
体
制
に
つ
い

　

て
は
「
基
本
計
画
」
策
定
の

　

過
程
で
議
論
す
る
。

②
学
校
給
食
の
良
さ
や
家
庭
や

　

地
域
に
啓
発
さ
せ
る
な
ど
の

　

主
旨
の
も
と
、
１０
数
年
親
子

　

料
理
教
室
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
調
理
員
を
通
じ

　

て
調
理
法
や
食
の
安
全
と
衛

　

生
意
識
向
上
、
食
育
の
重
要

　

性
を
家
庭
に
発
信
し
た
い
。

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
食
の
安

　

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め

　

施
設
の
改
善
に
取
組
む
。

安全運転推進に関する決議

　交通事故を防止し、安全で安心できる暮らし

の確保は、市民すべての切実な願いである。

　しかしながら、本年の県内における交通死亡

事故は、人口１０万人当たりの交通事故死者数が、

全国ワースト第１位となっている。本市におい

ても年初から死亡事故が多発し、既に９名が犠

牲になるなど、極めて厳しい状態が続いている。

　特に、飲酒運転を原因とする交通死亡事故が

今年に入って著しく増加するなど後を絶たない

状況である。

　いま、我々市民一同は人命尊重の理念のもと

に、安全かつ快適な交通社会を実現するため、

関係機関・団体との連携を一層強めなければな

らない。あわせて、観音寺警察署が取り組んで

いる「観音寺警察署セーフティプロジェクト

2006」を支援し、飲酒運転の撲滅と交通事故

のない社会の実現に向けて不断の努力を図るこ

とが重要である。

　よって、本市議会は、安全運転推進に関し、

市民一丸となって邁進することを決意し、関係

機関・団体においても交通道徳に基づいた交通

安全意識の高揚と交通ルールの重要性や交通マ

ナーの実践を習慣づけるなど、その対策に全力

を傾注するよう強く求めるものである。

　以上、決議する。

　平成１８年９月２２日　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　香川県観音寺市議会

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

認　　定
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※市長提出議案

平成１７年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市豊田財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市一ノ谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市田野々地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市健康交流施設｢おおのはら｣管理運営事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市水道事業会計決算認定について

専決処分の承認について(平成１８年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号））

観音寺市のりあいバス運行条例の制定について

観音寺市交通傷害保険条例の廃止について

観音寺市国民健康保険条例の一部改正について

観音寺市公園条例の一部改正について

観音寺市防災会議条例の一部改正について

観音寺市教育センター条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

工事請負契約の変更契約の締結について

市道路線の変更について

三豊総合病院規約の一部変更について

平成１８年度観音寺市一般会計補正予算（第４号）

平成１８年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成１８年度観音寺市産業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

町の区域及び名称の変更について

※請願・陳情

市営施設の料金体系による民間銭湯への経営圧迫についての陳情書

出資法の上限金利の引き下げ等、｢出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」及び

｢貸金業の規制等に関する法律｣の改正を求める請願書

｢違法伐採問題への取り組み強化を求める意見書｣の採択を求める陳情

品目横断的経営安定対策に関わる意見書の提出を求める陳情

乳幼児健診の項目の充実（５歳児検診の追加）及び学校で利用できる教育福祉サービスをすべての

保護者に説明することを求める陳情

※議員提出議案

地方の道路整備の推進と財源確保に関する意見書

安全運転推進に関する決議

議　　　　案　　　　名 審議結果

平成１８年第４回観音寺市議会定例会は１２月の予定です。本会議はどなたでも傍聴できます。

〒768－8601　観音寺市坂本町一丁目１番１号

☎２３－3913　　２３－3914

委 員 長　　 大　平　直　昭

副委員長　　 井　上　浩　司

委　　員　　 佐　伯　芳　信

　  〃　　　　黒　川　健太郎

　 〃　　　　津　田　泰　男　

　 〃　　　　安　藤　忠　明　

メールアドレス

議会だより編集委員会

市
議
会
だ
よ
り

答
弁

答
弁

質
問
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問

三
豊
総
合
病
院
の
負
担
割
合
・

三
観
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

　議会だより編集委員会では、より読みやす

い議会だより作りに取り組んでいます。皆さ

まのご意見・ご感想をお聞かせください。

F

継続審査

採　　択

原案可決
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

thinking time

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
１７
年
度

人
権
作
品
優
秀
賞

中
部
中
３
年

大
西
由
利
子
さ
ん

三
豊
中
２
年

高
橋　

真
緒
さ
ん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

（
人
権
シ
リ
ー
ズ
５
）

障

が

い

者

の

人

権

　

健
康
で
、
家
族
や
地
域
の
人

と
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
と
思
う

の
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
が
、

何
か
の
理
由
で
障
が
い
者
に
な

っ
た
人
も
い
ま
す
。
自
分
は
障

が
い
者
に
は
な
ら
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
い
つ
、
ど
ん
な
こ

と
で
障
が
い
者
に
な
る
の
か
は

分
か
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

今
、
日
本
全
国
で
障
が
い
の

あ
る
人
は
、
お
よ
そ
３
０
０
万

人
い
ま
す
。
障
が
い
の
種
類
で

は
、
肢
体
の
不
自
由
な
人
が
１

７
０
万
人
と
最
も
多
く
、
内
臓

に
障
が
い
の
あ
る
人
が
７０
万
人
、

視
覚
や
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
そ
れ
ぞ
れ
３０
万
人
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
た
ち
の

人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
障
が
い
の
あ
る
人
を

取
り
巻
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
か

べ
」（
バ
リ
ア
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
車
い
す
利
用
者
な
ど

の
社
会
参
加
を
困
難
に
す
る
道

路
の
段
差
、
駅
や
建
物
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
不
備
な
ど
。
さ
ら

に
最
近
で
は
、
障
が
い
者
用
ト

イ
レ
や
駐
車
場
を
多
く
の
人
が

無
意
識
の
う
ち
に
使
っ
て
い
る

と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
に
は
関
係

な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
日
本
人

の
人
権
感
覚
も
大
き
な
「
か
べ
」

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

「
か
べ
」
を
取
り
除
き
、
障
が

い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
安
心
し
て
生
活
し
、
社
会
参

加
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お父さん！ 子育てに

　 参加していますか？

企画課男女共同参画推進室　☎ 23－3917

　

父
親
の
子
育
て
参
加
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
に
時

間
を
奪
わ
れ
て
、
子
育
て
に
か

か
わ
り
た
く
て
も
十
分
に
か
か

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
男
性
は
、

意
外
に
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

総
務
省
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
、
男
性
の
平
均
週
間
就
業
時

間
は
、
一
般
に
育
児
期
と
い
わ

れ
る
３０
歳
代
が
約
５０
時
間
と
最

も
長
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
父
親
が
主
体
的

に
子
育
て
に
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
な
た

は
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
を

作
り
出
す
た
め
に
何
か
工
夫
を

し
て
い
ま
す
か
。
行
動
と
し
て

育
児
に
か
か
わ
る
こ
と
が
難
し

い
と
し
た
ら
、
精
神
的
な
共
有
、

例
え
ば
子
ど
も
の
そ
の
日
一
日

の
出
来
事
を
夫
婦
で
話
し
た
り
、

何
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
巡
ら
し
て
お
い
た
り
す
る
こ

と
も
、
重
要
な
か
か
わ
り
方
だ

と
思
い
ま
す
。
父
親
が
育
児
に

か
か
わ
る
と
母
親
も
子
育
て
に

「
ゆ
と
り
」
が
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
は
大
変
で
す
が
、
長

い
人
生
の
中
で
は
、
ほ
ん
の
一

時
期
の
こ
と
。
お
父
さ
ん
、
そ

の
短
い
ひ
と
と
き
を
子
ど
も
と

大
い
に
か
か
わ
り
、
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

男女共同参画

男性の年齢階級別就業時間（非農林業）
総務省｢労働力調査｣より

男性平均週間就業時間 平成７年 平成１７年

（歳）

（時間）

38.7
44.7

49.1
48

50
49.9

50.2
50.3

49.5
49.8

48.5
47.647.5

46.3 39.3
36.4

44
41.8

49
48.9

41.7

31.5

健
や
か
に
　
伸
び
よ
う

伸
ば
そ
う
　
青
少
年

〜

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

〜
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
２５
│

４
２
５
１

　

１１
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。
青
少
年
が

犯
罪
や
非
行
な
ど
に
走
ら
ず
、

健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、

家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
や
職
場
な
ど
社
会
全
体
が
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
」
を
機
に
子
ど
も
の
成

長
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
は
平
成
１８
年
度
青
少
年
育

成
国
民
会
議
の
指
定
を
受
け
、

市
民
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

意
識
や
生
活
習
慣
、
Ｉ
Ｔ
の

利
用
（
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
）

な
ど
に
つ
い
て
市
民
５
、
０
０

０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
結
果
を
市
民
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
啓
発
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
１
月
）
の
開
催
に
利
用
し
ま

す
。
あ
な
た
も
自
分
自
身
の
マ
ナ
ー
、

意
識
を
チ
ェ
ッ
ク
！

□
近
所
の
子
ど
も
に
会
っ
た
と

　

き
、
あ
な
た
の
方
か
ら
あ
い

　

さ
つ
（
声
を
掛
け
る
）
を
し

　

て
い
ま
す
か
？

□
自
転
車
や
歩
行
中
、
ど
ん
な

　

と
き
で
も
信
号
を
守
り
ま
す

　

か
？

□
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
、
し

　

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
い

　

う
認
識
が
あ
り
ま
す
か
？

□
店
内
で
商
品
を
勝
手
に
開
け

　

た
り
、
飲
食
を
し
な
が
ら
商

　

品
を
触
っ
た
り
す
る
子
ど
も

　

が
い
た
ら
注
意
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
か
？

□
深
夜
（
午
後
１１
時
以
降
）
に

　

未
成
年
者
が
出
歩
い
て
い
た

　

ら
、
家
に
帰
る
よ
う
に
声
を

　

掛
け
ら
れ
ま
す
か
？

□
未
成
年
者
が
タ
バ
コ
を
吸
っ

　

た
り
、
酒
を
飲
ん
で
い
た
り

　

し
た
ら
止
め
る
よ
う
に
指
導

　

で
き
ま
す
か
？

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ア
や

意
見
募
集

　

「
こ
う
し
た
ら
も
っ
と
良
く

な
る
の
で
は
？
」
な
ど
、
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
み
ん
な

で
青
少
年
を
見
守
り
、
声
を
掛

け
合
え
る
温
か
い
地
域
づ
く
り

を
一
緒
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

青
少
年
の
育
成
な
ど
の
相
談

不
良
交
友
、
不
審
者
の
情
報

　
　
　
　
　

☎
２５
―

４
２
５
１

　
　
　
　
　

　

２５
―

４
２
８
５

青
少
年
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み

や
ま
び
こ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

０
９
０
0

Ｆ

　豊浜手芸クラブは、毎月第１・第３金曜日午後

１時３０分から午後３時３０分まで豊浜町ふれあ

い会館で活動している会員数２２人のクラブです。

歴史は古く、豊浜町の生涯学習活動が始まって以

来、秋山純江先生の指導の元、２５年余りも続い

ています。

　６・７月はベスト、８・９・１０月はセーター

など課題を決めて毎回それに取り組んでいます。

基本は簡単。けれど、それを組み合わせたり、

応用したりしてテキストに載っていない作品を

自分で考えるのが楽しいとか。また、自分の物

はもとより、喜んでくれる顔を想像しながら家

族・友人に編んであげたり、文化祭で自分たちの

作品をみんなに見てもらったりするのも楽しみ。

クラブの中で一番早く編める人は、セーターを

２週間で編んでしまうといいますが、人に合わ

す必要はありません。自分のペースで好きなと

きに、何度でもやり直しがきくこと、何年かた

ってからでもその時はやっている形に変えるこ

とが可能なこと、これが編み物の魅力です。

　欲しい物は何でも簡単に手にはいる大量生産

の時代に、世界にたった一つしかないあなただけ

の作品を作ってみませんか？一度も編み物をし

たことがない人や若い人も大歓迎です。

みんなの輪

問い合わせ先　松尾和　さん☎５２－３３３９

～豊浜手芸クラブ～



市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

関
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
隣
接

農
地
へ
の
農
薬
の
飛
散
に
は
、

十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

隣
り
合
う
農
地
で
食
用
作
物

の
収
穫
が
近
づ
い
て
い
る
と
き

や
、
農
地
に
隣
接
す
る
宅
地
内

で
庭
木
な
ど
に
農
薬
を
散
布
す

る
場
合
も
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

　

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通

寺
事
務
所
で
は
、
保
険
料
の
納

め
忘
れ
で
、
大
事
な
あ
な
た
の

年
金
権
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
国
民
年
金
推
進
員

が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
制
度
・
保
険
料
納
付
の

案
内
や
、
保
険
料
の
領
収
を
し

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
推
進
員

は
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
で
、

常
に
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、

県
内
各
地
域
で
日
中
・
夜
間
・

休
日
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！！

○
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事

　

務
局
・
社
会
保
険
事
務
所
で

　

は
、
保
険
料
の
領
収
を
外
部

　

に
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
指
定
口
座
に

　

現
金
の
振
り
込
み
を
依
頼
し

　

た
り
、
個
人
情
報
を
尋
ね
た

　

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
民
年
金
推
進
員
は
必
ず
身

　

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

　

す
。
架
空
の
団
体
を
名
乗
る

　

な
ど
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
、

　

即
答
せ
ず
に
社
会
保
険
事
務

　

所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

香
川
社
会
保
険
事
務
局

　

善
通
寺
事
務
所
国
年
業
務
・

　

保
険
料
課

　

☎
０
８
７
７
―

６
２
―

１
６
６
０

　

１２
月
３
日
（
日
）／
午
前
9
時

　
　

３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
食
物

　

実
習
室

　

食
物
科
講
師
石
川　

弘
先
生

　

お
節
料
理
（
い
わ
し
の
コ
ロ

　

ッ
ケ
ほ
か
）

　

５０
人

　

エ
プ
ロ
ン
／
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

　

無
料

　

１１
月
６
日
（
月
）
か
ら
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り

　

電
話
で
農
林
水
産
課
（
☎
２３

　
　

―

３
９
３
１
）
ま
で
申
し
込
み

1819

廃
品
回
収
予
定

市
有
財
産
（
土
地
）
公
売

の
お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

退
職
者
医
療
制
度

お
魚
料
理
教
室
参
加
者
募
集

国
民
年
金
推
進
員
が
説
明
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
案
内

時

時

所

問時所講内数持 所受対問

　

11
月
19
日
（
日
）

　

観
音
寺
中
学
校

　

次
の
市
有
財
産
を
一
般
競
争

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

所
在
地

　

観
音
寺
町
字
白
浜
甲
１
０
８

　

７
番
２８
（
旧
柳
町
交
番
所
跡
）

地　

目　

宅
地

地　

積

　

１
１
７
・
５
８
平
方
メ
ー
ト
ル

 
指
定
用
途

　

宅
地
、
ま
た
は
駐
車
場
用
地

入
札
保
証
金

　

入
札
価
格
の
１
０
０
分
の
５

　

以
上
の
入
札
保
証
金
を
入
札

　

前
ま
で
に
納
入

　

１１
月
１５
日
（
水
）
／
午
前
１０
時

　

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

　

１１
月
１４
日
（
火
）
／
午
後
５
時

　

ま
で

　

市
内
に
住
所
、
ま
た
は
事
業

　

所
を
有
す
る
人

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
０
０

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
７

大
野
原
支
所
福
祉
保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
５４
│

５
７
０
６

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
４

会
社
を
退
職
し
た
後
の

医
療
保
険
は
？

　

日
本
で
は
す
べ
て
の
人
が
医

療
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
（
国
民
皆
保
険
制
度
）
。

　

会
社
に
再
就
職
す
る
人
は
、

健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
ま
た

退
職
し
た
職
場
の
健
康
保
険
に

引
き
続
き
加
入
す
る
人
は
、
健

康
保
険
の
任
意
継
続
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
退
職
後
、
再
就

職
し
な
い
人
や

自
営
業
を
営
む

人
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入

し
医
療
を
受
け

ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者

　

次
の
三
つ
の
項
目
に
当
て
は

ま
る
人
は
、
退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
者
で
す
。
年
金
証
書
を

受
け
取
っ
た
ら
、
国
保
の
窓
口

に
届
け
出
て
「
国
民
健
康
保
険

退
職
被
保
険
者
証
」
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る

②
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保

　

に
加
入
し
、
７５
歳
未
満
で
老

　

人
保
健
の
対
象
で
な
い
人
。

　

*
昭
和
７
年
９
月
３０
日
以
前
に
生

　
　

ま
れ
た
人
は
、
７５
歳
未
満
で
も

　
　

す
べ
て
老
人
保
健
の
対
象
で
す
。

③
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
（
退

　

職
）
年
金
を
受
け
て
い
て
、

　

そ
の
加
入
期
間
が
２０
年
（
ま

　

た
は
４０
歳
以
降
に
１０
年
）
以

　

上
あ
る
人
、
お
よ
び
そ
の
扶

　

養
者
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

年
金
証
書
／
保
険
証
／
印
鑑

「
退
職
者
医
療
制
度
」
と

一
般
の
国
保
と
の
違
い

　

退
職
者
医
療
制
度
該
当
者
の

医
療
費
は
、
本
人
の
自
己
負
担

と
、
保
険
税
と
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
が
出
し
合
う
「
拠
出
金
」

で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出

を
し
て
い
な
い
と
、
本
来
健
康

保
険
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ

き
「
拠
出
金
」
部
分
も
国
保
の

負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
保
の
適
正
な
運
営
の
た
め
に

も
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
一
般
の

　

国
保
と
同
じ
で
す
。

　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
１

認
定
農
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
！

　

今
後
、
認
定
農
業
者
に
施
策

が
集
中
化
・
重
点
化
さ
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
制
度
と
は
？

　

意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
、
自

分
の
農
業
経
営
を
計
画
的
に
改

善
す
る
た
め
に
、
５
年
後
の
経

営
目
標
を
数
字
な
ど
（
経
営
規

模
・
所
得
・
労
働
時
間
な
ど
）

で
表
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計

画
」
を
作
成
。
そ
れ
を
市
が
認

定
し
、
そ
の
計
画
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・
団

体
が
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

認
定
の
対
象
者
・
基
準
は
？

①
市
内
で
農
業
経
営
を
営
ん
で

　

い
る
人
、
ま
た
は
営
も
う
と

　

し
て
い
る
人

②
申
請
時
に
満
年
齢
６５
歳
未
満
。

　

な
お
後
継
者
の
確
保
が
可
能

　

な
場
合
は
７０
歳
未
満
ま
で
申

　

請
可
能
。
た
だ
し
特
例
あ
り

③
市
が
定
め
る
「
基
本
構
想
」

　

の
経
営
指
標
の
水
準
以
上
が

　

目
標

④
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
確

　

実
視
さ
れ
る
こ
と

⑤
農
用
地
の
効
率
的
で
総
合
的

　

な
利
用
が
で
き
る
内
容
（
米

　

の
生
産
調
整
に
配
慮
し
た
計

　

画
な
ど
）

　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
１

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
８

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が

始
ま
り
、
今
、
食
の
安
全
と
安

心
の
確
保
が
消
費
者
の
大
き
な

プ
ロ
農
業
者
を
目
指
す

皆
さ
ん
認
定
農
業
者
に

な
り
ま
せ
ん
か
！

農
薬
の
飛
散
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

受 料申

観音寺市合併記念（公募）事業情報

11月に実施される公募事業をお知らせします。詳しくは各主催団体にお問い合わせください。

事　業　名 日時・場所など 問い合わせ先

太鼓の音で

「人の輪」を広げよう

１１月３日（祝）午前８時ちょうさ会館出発

／大野原中央公園、すぽっシュTOYOHA

MA／和太鼓、マーチング、金管バンド

演奏など。公募による参加者や子ども会

が協力して会場間をちょうさの運行

太鼓の音で「人の輪」を広げ

よう実行委員会

☎０９０－８９７１－７５４７

観音寺商工会議所青年部

☎２５－３０７３

社団法人みとよ青年会議所

☎２５－６６９８

豊浜町コミュニティ協議会

まちづくり委員会

☎５２－２４５８

ニュー音を観るまち

コンサート実行委員会

☎２５－３６７４

本選：１１月５日（日）観音寺中央高等学

校／地産物を食材として地域に根ざした

料理を子どもたちが作る

１１月１８日（土）午前１０時受付開始／有

明グラウンド／参加予定人員：２,０００人

／人文字で大きな市章を描き、航空写真

を撮影

伊吹地区：１１月２５日（土）、観音寺地

区：１２月９日（土）、大野原・豊浜地区：

２月２４日（土）、報告会：３月１０日（土）

／新市の各地域の文化資産などの見学会

／対象：小学校３～６年生／参加費：５００円

１１月２３日（祝）／市民会館大ホール／

アコースティック、ブルースバンドを含

む１３組の演奏／ゲスト：直木賞作家

芦原すなお氏

プチシェフ

コンテスト

市章を描こう

ふるさとが広がった！

ふるさとまち歩き

ニュー音を観る

まちコンサート
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野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん

都
市
計
画
道
路
の
公
聴
会
を
開
催

植
田
本
大
線
（
国
道
１１
号
）

健
康
づ
く
り
「
冬
季
ソ
フ

　
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

観
音
寺
市
テ
ニ
ス
教
室

豊
浜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

「
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
」
教
室

実
年
者
向
け

「
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
」
教
室

地
区
文
化
祭
日
程

住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て

み
ん
な
で
来
て
ね
。
展
覧
会
!!

時所対

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

料受時所時 数申

問

申

問

所時所持料受時所持料所内 受 申

問

申

問

申

問

対数持料受申

問

時所内時所受

問

時

申
　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

地
面
へ
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、

ま
た
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
、

簡
易
焼
却
炉
で
の
焼
却
行
為
は

野
焼
き
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

法
律
で
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
、

違
反
者
に
は
罰
則
、
罰
金
等
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
が
例
外
的
に

認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
安
易
に

焼
却
せ
ず
、
周
辺
の
環
境
に
十

分
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
に
つ
い
て
よ
く
あ
る
質

問Ｑ
１　

農
家
の
稲
わ
ら
な
ど
は

　

焼
却
で
き
ま
す
か
？

Ａ
１　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め

　

に
や
む
を
得
ず
行
う
焼
却
は

　

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
な
ど
ダ
イ
オ
キ
シ

　

ン
の
発
生
原
因
に
な
る
物
の

　

焼
却
は
禁
止
で
す
。

Ｑ
２　

門
松
や
し
め
縄
な
ど
を

　

焼
却
す
る
「
ど
ん
と
焼
き
」

　

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
２　

風
俗
慣
習
上
、
ま
た
は

　

宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め

　

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
に

　

な
る
の
で
で
き
ま
す
。

Ｑ
３　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　

収
集
し
た
ご
み
は
、
焼
却
し

　

て
も
い
い
で
す
か
？

Ａ
３　

燃
や
さ
な
い
で
く
だ
さ

　

い
。
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
で
出
た
ご
み
を
収
集

　

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
届

　

け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
必
ず
生
活
環
境
課
ま
で

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１２
月
３
日
（
日
）／
午
前
８
時

　

２０
分
〜

　

市
立
総
合
体
育
館

　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
一

　

般
社
会
人

チ
ー
ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
６
人

　

以
内
（
選
手
４
人
）

男
女
混
合
の
部
（
男
子
２
人
ま

　

で
）
／
１
部
（
男
子
全
員
が

　

３５
歳
未
満
ま
た
は
ど
ち
ら
か

　

が
３５
歳
未
満
）
／
２
部
（
男

　

子
全
員
が
３５
歳
以
上
）

女
子
の
部
（
男
女
混
合
の
部
と

　

重
複
不
可
）
／
１
部
（
平
均

　

年
齢
が
４５
歳
未
満
）
／
２
部

（
平
均
年
齢
が
４５
歳
以
上
）

　

２
０
０
円
／
人（
保
険
料
込
み
）

　

１１
月
２４
日
（
金
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

１１
月
７
日
（
火
）
〜
毎
週
火
・

　

金
曜
日
（
全
１０
回
）
／
午
後
７

　

時
３０
分
〜

　

総
合
運
動
公
園

　

６０
人

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
１

　

１１
月
１５
日
（
水
）
・
１７
日
（
金
）

　

・
２２
日
（
水
）
・
２４
日
（
金
）
・

　

２９
日
（
水
）
／
午
後
７
時
〜
午

　

後
９
時

　

市
立
総
合
体
育
館

　

実
年
者
（
５０
歳
以
上
男
女
）

　

約
３０
人

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　

無
料

　

１１
月
１０
日
（
金
）
ま
で

　
　

香
川
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　

協
会
事
務
局
／
☎
０
８
７
７
│

　

６
２
│

８
９
６
０

　

１２
月
７
日
（
木
）
・
１４
日
（
木
）

　

・
２１
日
（
木
）
／
午
後
８
時
〜

　

午
後
９
時
３０
分

　

す
ぽ
っ
シ
ュ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
／
タ
オ
ル

　

無
料

　

11
月
３０
日
（
木
）
ま
で

＊
入
館
時
に
受
付
で
、
体
育
館
使
用

　

申
請
に
記
入

　
　

教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
６

　

１１
月
の
毎
週
土
曜
日
／
午
後

　

８
時
〜
午
後
９
時

　

豊
浜
中
学
校
体
育
館

　

タ
オ
ル
／
飲
み
物
／
ラ
ケ
ッ

　

ト
（
貸
し
出
し
用
数
本
あ
り
）

　

無
料

　

１０
月
３１
日
（
火
）
ま
で

　
　

教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
６

　

９
月
に
都
市
計
画
道
路
植
田

本
大
線
（
国
道
１１
号
）
案
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
そ
の
素
案
を
皆
さ
ん

に
見
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
の
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

素
案
の
閲
覧

　

11
月
７
日
（
火
）〜
21
日
（
火
）

　

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　

県
都
市
計
画
課
／
市
都
市
整

　

備
課

　

都
市
計
画
道
路
植
田
本
大
線

　

（
国
道
11
号
）
素
案

公
聴
会
の
開
催

　

12
月
21
日
（
木
）
／
午
後
１
時

　

30
分
〜

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

公
述
申
し
出
の
期
限
と
手
続

　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
人
は
、
素
案
の
閲
覧

場
所
に
お
い
て
あ
る
「
公
述
申

出
書
」
に
記
入
し
、
県
都
市
計

画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

11
月
21
日
（
火
）／
当
日
消
印

　

有
効
（
土
･
日
曜
日
を
除
く
）

　

香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　

〒
７
６
０
―
８
５
７
０
／
香

　

川
県
高
松
市
番
町
四
丁
目
１

　

番
10
号

公
述
人
の
選
定

　

公
述
の
申
し
出
が
多
数
の
場

合
や
同
趣
旨
の
意
見
が
多
い
場

合
は
、
公
述
時
間
を
制
限
し
た

り
、
公
述
人
を
選
定
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

当
日
の
公
述
人
が
決
ま
り
次
第
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

公
聴
会
の
傍
聴

　

公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
人
は
、

公
聴
会
の
当
日
直
接
会
場
に
来

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
傍
聴
人

は
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
満
席
の
場
合
は
、
傍
聴
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
聴
会
の
取
り
止
め
に
つ
い
て

　

公
述
の
申
し
出
が
無
か
っ
た

場
合
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取

り
止
め
ま
す
。
傍
聴
し
た
い
人

は
、
念
の
た
め
県
・
市
に
開
催

の
有
無
に
つ
い
て
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
都
市
計
画
課

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
５
５
７

　

市
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
１
８

　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
４
４

高
室
公
民
館

　

11
月
12
日
（
日
）

常
磐
公
民
館

　

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

柞
田
公
民
館

　

11
月
25
日
（
土
）
・
26
日
（
日
）

木
之
郷
公
民
館

　

平
成
19
年
１
月
28
日
（
日
）

粟
井
公
民
館

　

11
月
18
日
（
土
）
・
19
日
（
日
）

豊
田
公
民
館

　

11
月
25
日
（
土
）
・
26
日
（
日
）

一
ノ
谷
公
民
館

　

11
月
19
日
（
日
）

観
音
寺
東
公
民
館

　

11
月
18
日
（
土
）
・
19
日
（
日
）

観
音
寺
南
公
民
館

　

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

観
音
寺
西
公
民
館

　

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
３
８

　

平
成
18
年
度
の
観
音
寺
市
小
・

中
学
校
教
育
文
化
祭
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
や
友
人
な

ど
、
誘
い
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

小
学
校
：
書
写
、
図
画
工
作
、

　

家
庭
科
／
中
学
校
：
書
写
、

　

美
術
、
家
庭
科

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
23
―

３
９
２
４

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
？

○
希
望
し
た
人
（
要
本
人
確
認
）

　

に
交
付
し
て
い
る
Ⅰ
Ｃ
カ
ー

　

ド
で
す
。
こ
れ
を
提
示
す
れ

　

ば
、
全
国
ど
こ
で
も
、
自
分 
 

 

の
住
民
票
を
入
手
で
き
ま
す
。

 

（
４
条
項
の
み
に
限
る
）

そ
の
ほ
か
便
利
な
利
用
方
法

○
行
政
手
続
に
必
要
な
住
民
票

　

の
添
付
や
届
出
を
省
略

○
公
共
施
設
で
本
人
確
認
の
た

　

め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
活

　

用
○
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

　

電
子
証
明
書
用
カ
ー
ド

＊
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ

　

リ
テ
ィ
確
保
や
個
人
情
報
保
護
に

　

十
分
留
意
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
課
☎
23
―

３
９
２
４　

　

／
大
野
原
支
所
市
民
係
☎
54

　

―

５
７
０
４
／
豊
浜
支
所

市

　

民
係
☎
52
―

１
２
０
３

ご自宅に広報かんおんじは届きましたか？

配布漏れのときの連絡先

0120－494459

四国新聞販売（株）

The
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時所対

時所

＝問合先

所 時 問 問

問

申

時

問時所講内数持料受申時所講内数持料受申

所講内料問 申時

時 所持受受

問

時 内

問

時所講内料申

問

申

問

料問 接
種
回
数

内時時 内内

コ
ー
ナ
ー 健
康

2223

お
知
ら
せ

スポ
ーツ情 報

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

せ
ん
定
講
習
会

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

ひ
と
ま
ず
、
迷
わ
ず
、
お
電
話
を
！

第
１４
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

観
音
寺

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

清
掃
講
習
会

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

加
入
受
付
１１
月
３０
日
ま
で
！

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

萩
の
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
コ
ー
ス

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

「
親
の
集
い
」

三
豊
総
合
病
院
組
合

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
始
ま
る
！

育
児
で
困
っ
た
ら
…

こ
と
ば
の
相
談

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

腎
臓
病
教
室

　

対
象
者
に
は
10
月
末
に
通
知

書
を
送
り
ま
す
。
11
月
に
65
歳

に
な
る
人
は
、
65
歳
に
な
っ
て

か
ら
順
次
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

＊
予
防
接
種
法
で
の
対
象
者
は
65
歳

　

以
上
、
接
種
は
本
人
が
希
望
す
る

　

場
合
に
限
り
ま
す
。

　

11
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
31
日

　

（
日
）

　

市
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

　

防
接
種
実
施
医
療
機
関
の
ポ

　

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
医

　

療
機
関

　

満
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
16

　

年
11
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
人
）

　

自
己
負
担　

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　

１
回

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
23
│

３
９
６
４

育
児
相
談

　
　

育
児
の
悩
み
や
不
安
な
ど

　

に
つ
い
て
の
保
健
師
に
よ
る

　

個
別
相
談
。
電
話
で
も
相
談

　

可
（
予
約
不
要
）
。
栄
養
士
に

　

よ
る
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ

　

ま
す
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

30
分

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

＝
第
１
火
曜
日
／
保
健
セ
ン

　

タ
ー
＝
第
２
月
曜
日
／
豊
浜

　

ふ
れ
あ
い
会
館
＝
第
３
木
曜

　

日

　
　
　
　
　
　

　
　

な
か
な
か
話
さ
な
い
、
発

　

音
が
気
に
な
る
な
ど
こ
と
ば

　

に
つ
い
て
の
言
語
聴
覚
士
に

　

よ
る
個
別
相
談
（
要
予
約
）

　
　
　
　

　
　

発
達
全
般
か
ら
子
ど
も
と

　

の
関
わ
り
方
や
子
ど
も
同
士

　

の
遊
び
方
な
ど
に
つ
い
て
の

　

児
童
心
理
司
に
よ
る
個
別
相

　

談
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

発
育
・
発
達
が
気
に
な
る

　

子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
集
い

　

の
場
（
要
申
し
込
み
）

　
　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
23
│

３
９
６
４

　

大
野
原
町
大
谷
池
周
辺
（
約

2.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
散
策
。

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
が
あ

り
ま
す
。

　

12
月
６
日
（
水
）
／
午
前
９
時

　

集
合
〜
午
前
11
時
30
分

　

少
雨
決
行
（
雨
天
の
場
合
、

　

大
野
原
福
祉
会
館
で
軽
運
動
）

　

大
野
原
福
祉
会
館
（
萩
の
丘

　

公
園
）

　

水
分
補
給
の
お
茶
な
ど

　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

　
　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ

　

ー
☎
23
│

３
９
６
４
／
大
野
原

　

支
所
福
祉
保
健
課
☎
54
│

５
７

　

０
６
／
豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課

　

☎
52
│

１
２
０
４

　

11
月
９
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
の
薬
の
種
類
と
上
手

　

な
飲
み
方
／
糖
尿
病
に
な
っ

　

て
も
楽
し
く
食
べ
歩
く
工
夫

今
月
の
テ
ー
マ
／
貧
血

①
健
康
学
習

　

11
月
10
日
（
金
）
／
午
後
２
時
〜

　

貧
血
の
話

②
調
理
実
習

　

11
月
24
日
（
金
）
／
午
前
10
時

　

30
分
〜

　

貧
血
対
策
の
た
め
の
食
事
メ

　

ニ
ュ
ー

　

11
月
11
日
（
土
）
／
午
後
２
時
〜

　

カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の

　

お
や
つ
作
り
と
座
談
会

※
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
52
│

３
３
６
６

　

11
月
８
日
（
水
）
／
午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
４
時

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

３
階
会
議
室

　

木
村
清
美
さ
ん

　

講
義
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

無
料

　
　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
対
策
課
精
神
保
健
担
当

　
　
　
　

　

☎
25
│

２
０
５
２

事
務
分
野
―
あ
て
名
書
き
、
受

付
事
務
な
ど
／
屋
内
外
の
一
般

作
業
―
樹
木
消
毒
、
草
刈
り
、

調
理
な
ど
／
管
理
分
野
―
公
民

館
管
理
、
駐
車
場
管
理
な
ど
／

サ
ー
ビ
ス
分
野
―
高
齢
者
福
祉
、

家
事
援
助
な
ど
／
技
能
を
必
要

と
す
る
仕
事
―
ふ
す
ま
張
り
、

大
工
仕
事
、
植
木
手
入
れ
な
ど

／
折
衝
・
外
交
分
野
―
チ
ラ
シ

配
布
、
集
金
な
ど
／
専
門
技
術

分
野
―
自
動
車
運
転
、
経
理
事

務
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

　

地
域
で
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
た
い

！ 

原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
会
員
募

集
中
！

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

観
音
寺
☎
24
│

０
４
１
９

　
　

大
野
原
☎
54
│

５
７
３
３

　
　

豊　

浜
☎
52
│

１
２
５
５

　

11
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
）

　

／
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

20
日
市
民
会
館
第
４
会
議
室

　

21
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

　

荒
木
圭
一
さ
ん

　

せ
ん
定
／
病
害
虫
の
防
除

　

25
人
（
先
着
順
）

　

筆
記
用
具
／
せ
ん
定
バ
サ
ミ

　

無
料

　

11
月
１
日
（
水
）
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 
　
　
　
　

☎
24
│

０
４
１
９

　

11
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）

　

／
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

豊
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　

ー
海
の
家

　

塩
田
栄
子
さ
ん

　

室
内
全
般
の
掃
除
方
法

　

30
人
（
先
着
順
）

　

筆
記
用
具
／
エ
プ
ロ
ン
／
ビ

　

ニ
ー
ル
手
袋

　

無
料

　

11
月
１
日
（
水
）
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
24
│

０
４
１
９

　

正
し
い
治
療
と
情
報
で
一
緒

に
克
服
し
ま
せ
ん
か
？
講
演
終

了
後
、
療
養
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

11
月
30
日
（
木
）

　

交
流
会 

午
後
１
時
30
分
〜

　

講
演
会 

午
後
３
時
〜

　

丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

４
階
研
修
会
議
室
１
・
２

　

瀬
戸
邦
雄
先
生

　

リ
ウ
マ
チ
患
者
の
腎
臓
疾
患

　

に
つ
い
て

　

無
料

　

Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会

　

☎
０
８
７
７
│

２
８
│

７
５
２
４

　

11
月
19
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

　

大
野
原
町
田
野
々
法
泉
寺

　

琴
の
調
べ
／
お
茶
会
／
絵
手

　

紙
展
／
押
し
花
の
展
示
即
売

　

／
地
元
農
産
物
／
木
工
製
品

　

の
販
売
／
バ
ザ
ー
な
ど

　

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
54
―

4
1
7
8

　

秋
ま
き
の
麦
を
作
付
け
す
る

生
産
者
の
皆
さ
ん
、
受
け
付
け

締
め
切
り
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

早
め
に
加
入
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

中
国
四
国
農
政
局
香
川

　

農
政
事
務
所
地
域
第
２
課

　
　
　
　
　

☎
25
│

３
１
９
１

　

県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者

の
支
援
に
全
力
を
挙
げ
、
被
害

者
の
つ
ら
く
苦
し
い
立
場
へ
の

理
解
を
広
く
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

性
犯
罪
被
害
専
用
相
談
電
話

○
県
警
察
本
部
捜
査
第
一
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

９
１
１
０

　

月
〜
金
曜
日
／
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時
／
時
間
外
は

　

留
守
番
電
話

少
年
相
談
電
話

○
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
│

８
３
７
│

４
９
７
０

　

月
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

○
中
讃
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
７
│

３
３
│

３
０
１
５

悪
質
商
法
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

迷
惑
行
為
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
観
音
寺
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　

　

☎
25
│

０
１
１
０

暴
力
団
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

８
９
３
０

相
談
先
が
分
か
ら
な
い
と
き

○
警
察
相
談
１
１
０
番

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

０
１
１
０

○
全
国
共
通
短
縮
番
号

　
　
　
　
　
　

☎
＃
９
１
１
０

　

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
25
│

０
１
１
０

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待
―
暴
力
な
ど
危
害

を
加
え
る
、
無
理
な
こ
と
を
さ

せ
身
体
を
酷
使
さ
せ
る
な
ど

心
理
的
虐
待
―
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
兄
弟
間
の
差
別
な
ど

性
的
虐
待
―
性
的
行
為
の
強
要
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
―
食
事
を
与
え
な

い
、
病
気
な
ど
の
と
き
医
者
に

診
せ
な
い
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

①
迷
わ
ず
通
告

②
子
ど
も
の
立
場
で
判
断

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
で

　

き
る
こ
と
か
ら
即
実
行

④
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

　

起
こ
り
う
る

　

市
家
庭
児
童
相
談
室
／
月
〜

　

金
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
２
時
／
☎
23
│

３
９
５
７

　

11
月
12
日
（
日
）
／
午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

シルバー人材センター

仕事の受注・契約

発注者

会 員 事業所・家庭

公共団体など

仕事の発注

　契約金の

　　支払い

契約内容の

　　　履行

希望する

職種の

登録

配分金の支払い

第
９
回
も
み
じ
祭
り

時所内問 幼
児
相
談

ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク
ル

糖
尿
病
教
室

三観地区中学校駅伝大会／午

前８時～／総合運動公園

体協旗争奪秋季軟式野球大会

／午前８時30分～／総合運動

公園

少林寺拳法西讃ブロック大会

／午後１時～／県立三豊体育

館

大野原杯バレーボール大会／

午前８時３０分～／農業者トレ

ーニングセンター

香川県高校新人新体操大会／

午前10時～／市立総合体育館

１１

１２

１９

２３

２６

９

１０

９

１０

１２
１９
２６
１２／3

１２／3

日 行　　事
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ttp
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子
育
て
応
援
団
の
手
作
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

　

11
月
５
日
（
日
）
／
午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

　

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
／
芝
生

　

広
場
な
ど

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
お
楽
し

　

み
発
表
会
／
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

／
バ
ザ
ー

＊
臨
時
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ

　

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

　

学
習
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
２
│

３
７
７
４

税
の
ま
ん
が
・
税
の
作
文
展
覧
会

　

11
月
11
日
（
土
）
〜
17
日
（
金
）

　

観
音
寺
サ
テ
ィ
２
階

四
国
税
理
士
会
観
音
寺
支
部

無
料
税
務
相
談

　

11
月
14
日
（
火
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時

　

働
く
婦
人
の
家

　

展
覧
会
、
税
務
相
談
と
も
に

　

観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　

☎
25
│

２
１
９
１

　

11
月
20
日
（
月
）
／
午
前
10
時

　

〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
午
後

　

４
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

年
末
調
整
関
係
書
類
を
事
前

　

に
送
付
し
ま
す
。
必
ず
持
っ

　

て
き
て
く
だ
さ
い
。

＊
説
明
会
は
前
記
以
外
で
も
開
催
し

　

ま
す
。
事
前
に
送
付
す
る
封
筒
の

　

裏
面
で
確
認
し
、
都
合
の
よ
い
会

　

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

　

１
部
門
☎
25
│

２
１
９
４

　

国
・
県
・
市
の
仕
事
に
つ
い

て
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
意

見
・
要
望
な
ど
の
あ
る
人
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
15
日
（
水
）
／
午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

道
路
、
年
金
、
福
祉
、
住
宅
、

　

廃
棄
物
、
農
地
・
林
野
な
ど

　

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局

　

行
政
相
談
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

３
１
０
３

　

満
20
歳
〜
満
39
歳
（
応
募
締

　

切
日
）
ま
で
の
日
本
国
籍
を

　

持
つ
人

　

11
月
10
日
（
金
）
ま
で

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
郵
送
で
提
出

＊
11
月
10
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

＊
応
募
用
紙
、
そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ

　

と
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

　

（
社
）
青
年
海
外
協
力
協
会

　

☎
０
３
│

３
４
０
６
│

９
９
０
０

　

中
学
卒
業
程
度
（
見
込
み
含

　

む
）
17
歳
未
満
の
男
子

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

　

自
衛
隊
観
音
寺
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
25
│

６
１
２
２

受内

11
月
１
日
（
水
）
〜

平
成
19
年
１
月
９
日
（
火
）

一
次
試
験

平
成
19
年
１
月
13
日
（
土
）

内 受

受
付
時
に
知
ら
せ
る

随
時
受
付

相談あれこれ

2425

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

時

所

時

時

時

所

所

時

講

講

時

時

数

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

時

時

時

所

所

所

所

講

所 講

問

問

問

時

所

所

所

講

山下照子＝観音寺町

小野清　＝新田町

竹澤康子＝天神町三丁目

香川紀夫＝坂本町七丁目

冨田章一郎＝観音寺町

　橋孝典＝本大町

柴川ヨシヱ＝豊浜町姫浜

　原敏子＝豊浜町箕浦

川端　貢＝伊吹町

小出由弘＝大野原町丸井

中山和俊＝大野原町大野原

岡田純一＝大野原町萩原　

11月の納税・納付

中央図書館行事予定 新

心に残るとっておきの話

開館時間

潮文社編集部編

IC図書館システム統一のため休館します。

11月13日～12月4日

豊 浜 図 書 館

潮文社

★中学生の読み聞かせ会
★おはなし会
★つぼみ愛書会１１月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

◆新着図書は、新着コーナーにリストを掲示しています。

大野原図書館行事予定

★古典文学講座 １８日（土）午前９時３０分～午前１１時３０分

豊浜図書館行事予定

★リサイクル雑誌の配布  ３日（祝）～５日（日）

行事についての詳細は、各図書館に問い合わせてください

火～金曜日　午前９時～午後６時　

土・日曜日　 午前９時～午後５時

祝日（中央図書館のみ）午前９時～午後５時

休 館 日 中央図書館

６・１３・２０・２７日

大野原・豊浜図書館

３・６・１３・２０・２３・２７日

中央図書館☎23－3960　大野原図書館☎54－5715　豊浜図書館☎52－1206

家
庭
教
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

税
を
考
え
る
週
間

１１
月
１１
日（
土
）〜
１７
日（
金
）

国
・
地
方
総
合
相
談
所
開
設

自
衛
官
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
青
年
海
外
協
力

隊
」
「
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
募
集

「
年
末
調
整
」
説
明
会

今月の人口

人　口

男

女

世帯数

火　

災

救　

急

あたたかい心ありがとうございます

9月1日～29日

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

香典返し
（敬称略）

　

毎
年
、
全
国
で
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
火
災
が
発
生
し
、
人
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
暖
房
器

具
や
た
き
火
な
ど
火
気
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
も
乾

燥
す
る
の
で
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
署
で
は
、
一

人
ひ
と
り
に
火
災
予
防
の
知
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
11
月

９
日
（
木
）
か
ら
15
日
（
水
）
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

防
火
標
語

『
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の

　

注
意
の
火
』

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
３

つ
の
習
慣
４
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と

　

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　

す
る
。

②
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

③
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

④
隣
近
所
の
協
力
態
勢
を
つ
く

　

る
。

南
消
防
署

☎
24
―
２
１
１
９

社会福祉のため

刊

休 館 の お 知 ら せ

　３日（祝）午後１時３０分～�
 　４日（土）午後１時３０分～午後２時１０分�
 ２４日（金）午後１時３０分～�
　 半藤一利著　手紙のなかの日本人（文春新書）　

 ２５日（土）午前９時５０分～午前１１時２０分

約
6
万
件
の
火
災

お
よ
そ
2
千
人
の
命

自
衛
隊
生
徒

２
等
陸
・
海
・
空
士

11月30日～12月19日

大野原図書館


